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◆職  位：准教授 

◆氏  名：篠田 かおる 

◆取得学位：修士(学術) 

◆主な著書・論文等 

著書・論文等の名称 全著者名 掲載誌名 
出版年月(西

暦) 
巻 号 頁 

授業内容に反映 

している科目名 

基礎看護技術における｢滅菌物の取り扱

い｣と｢手洗い｣の教科書比較による内容

の検討 

篠田かおる，白鳥さつ

き，春田佳代，石河真紀， 

山幡朗子，鈴村初子 

愛知医科大学看護学部紀

要 

2005年12月  ４ 37-47 基礎看護技術Ⅱ 

ナースの視点から 病棟における高カロリ

ー輸液の薬剤混合と輸液ライン接続に関

する一考察 

篠田かおる，土井まつ子 感染制御 2007年８月 ４ ４ 360-66 基礎看護技術Ⅱ 

看護師による中心静脈輸液管理の衛生学

的検討 

－VTRによるケア行為の分析から－ 

篠田かおる，土井まつ子， 

三善郁代，八島妙子， 

中川英子，小林美和， 

天野千恵，東出潤子 

愛知医科大学看護学部紀

要 

2007年12月  ６ 7-14 基礎看護技術Ⅱ 

感染領域における病院での倫理的取組の

現状 

遠藤英子，土井まつ子， 

篠田かおる，山幡朗子 

日本環境感染学会誌 2009年７月 24 ４ 255-259  

安全な浣腸カテーテル挿入の長さ 

－成人下部消化管造影画像を用いての検

討－ 

春田佳代，山幡朗子， 

篠田かおる，伊藤眞由美， 

春日井邦夫，鈴村初子 

日本看護研究学会雑誌 2011年12月 34 ５ 71-75 基礎看護技術Ⅱ 

地域における感染対策への取り組み 

－愛知感染予防ネットワークの現状と課

題－ 

篠田かおる，三善郁代， 

高橋知子，安西由美子， 

小島雅子，落合郁子， 

水野佐和子，八木ひとみ， 

鈴江智恵，原田あや子， 

村端真由美，土井まつ子 

愛知医科大学看護学部紀要 2011年12月  10 19-24  

アセスメントツールを活用した内服薬自

己管理の実像 

篠田かおる，朝倉あゆみ Expert Nurse 2011年12月 28 １ 77-81 基礎看護技術Ⅱ 

中小病院における感染対策への支援に関

する一考察 

－Ｂ病院に対する支援とその評価から－ 

篠田かおる，三善郁代， 

土井まつ子 

愛知医科大学看護学部紀要 2012年12月  11 11-19  



院内感染対策の包括的な支援プログラム

による中規模病院への支援とその評価 

土井まつ子，篠田かおる， 

橋本真紀代，高橋知子 

日本看護研究学会雑誌 2014年６月 37 ２ 81-89  

大学病院における臨地実習指導者の感じ

る困難とその対処行動 

篠田かおる，三善郁代 愛知医科大学看護学部紀要 2015年12月  14 23-29  

中小規模病院における感染防止院内教育

を展開するための導入研修の評価 

篠田かおる，諏訪美栄子， 

長崎由紀子，三善郁代， 

村松有紀，佐藤ゆか 

愛知医科大学看護学部紀要 2016年12月  15 15-26  

東海 3県における経管栄養に関連したノン

クリティカル器材の衛生管理についての

実態調査 

三善郁代，篠田かおる，

高橋知子，土井まつ子 

愛知医科大学看護学部紀要 2016年12月  15 27-37 基礎看護技術Ⅱ 

学習への動機づけと総合的解剖学実習の

取り組みへの関連 

小倉久美子，河村諒， 

諏訪恵美子，篠田かおる， 

横井達枝，鈴木里美， 

八島妙子 

愛知医科大学看護学部紀要 2017年12月  16 49-58 形態機能学実習 

実習に使える解剖生理 PART 2 活動と休

息 脳神経・筋骨格 

篠田かおる（八島妙子，

内藤宗和監修） 

プチナース 2018年５月 27 ７ 27-32 形態機能学実

習，ヘルスアセ

スメント 

検体を用いた静脈穿刺解剖セミナーの効

果 

－セミナー前後のアンケート比較－ 

鈴木里美，篠田かおる，

黒澤昌洋 

愛知医科大学看護学部紀

要 

2020年12月  19 65-78 基礎看護技術

Ⅱ，形態機能学

実習 

多職種連携退院支援カンファレンスにお

いて看護師が果たしている役割  

出原弥和, 篠田かおる 太成学院大学紀要 2021年3月  23 1-6 総合看護実習，

チーム医療論 

肉眼解剖実習における看護学生の気づき

－献体者への思いと生命の尊厳に関する

記述－   

 

小倉久美子，篠田かお

る，横井達枝，河村諒，

諏訪美栄子，鈴木里美，

八島妙子 

日本医学看護学教育学会

誌 

2021年4月 30 1 6-13 形態機能学実習 

コロナ禍に伴った自己練習時間短縮がバ

イタルサイン測定技術試験に与えた影響 

－2019 年度と 2020 年度の看護学生の成

績比較－ 

 

板津良，中山綾子，山中 

真，黒澤昌洋，山幡朗子，

山本恵美子，伊藤眞由

美，篠田かおる 

 

イ ン タ ー ナ シ ョ ナ ル 

Nursing Care Research 

2021年10月 20 3 49-57 ヘルスアセスメ

ント 

 

 



◆競争的資金による主な研究 

研究テーマ 実施年月(期間) 外部資金名 授業内容に反映している科目名 

フィジカルアセスメントに繋がる総合的解剖学実習モデルの構築を目指して 2015～2019年度 科学研究費補助金基盤（Ｂ） ヘルスアセスメント 

形態機能学実習 

多職種連携カンファレンスに必要とされる看護師の能力と基礎看護教育の役

割の明確化 

2017～2020年度 科学研究費補助金基盤（Ｃ） チーム医療論 

総合看護実習 

医療器材及び医療従事者の手指の洗浄・殺菌に適したファインバブルの条件に

関する研究 

2019年度～ 科学研究費基金基盤（Ｃ）  

看護師特定行為における解剖体を用いたトレーニングセミナーの構築 2020年度～ 科学研究費基金基盤（Ｃ） ヘルスアセスメント

形態機能学実習 

感染対策における基本技術に関する e-Learning教材の開発と評価 2022年度～ 科学研究費基金基盤（Ｃ）  

 


